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社会へのメッセージ性の高い建築デザイン及びプロダクトデザイン開発プロセスの研究
ケーススタディ 3 ・ AX I S第3回「金の卵」 学校選抜オールスターデザインショーケース
森下員行・太田民雄・村木克爾
I.はじめに
大量生産大量消費を前提とした建築デザイン及びプロダク
トデザインの手法はすでに過去のものと考えられる。 これからの
デザイナーには公共的、社会的な役割が大きく期待されるため、
新時代に適合したデザインプロセスの研究を行う。
2.研究概要と計画
現代社会が抱える様々な問題点や課題の巾から、社会へ
のメ、ノセージ性の高いテーマを抽出し、実習課題として取り組む。
その成果の客観性を確認するため、外部展示会にデザイン実
習の成果を提示し、企業デザイナーおよびフリーランスデザイナ
ー、教育関係者などからの評価を受ける。さらにその評価情報
をフィードパ、ノクしてPDCAサイクルを繰り返すことで、より社会ニ
ーズに適合したデザインプロセスに近づけてゆくことが可能に
なると考える。研究対象のケーススタディとして、本年度も、株式
会社アクシス主催「第3回金の卵学校選抜オールスターデザ
イン、ンョーケース」への出展参加に取り組むことで、具体的な成
果の検証を継続的に行う。
2.1.l研究対象授業
プロダクトデザイン実習3
2. 1.2計画日程／内容
平成20年4月 15日アクシス応募
平成20年5月21 日課題説明会実施
平成20年7月7日審査提出物提出（各コースl点）
平成20年8月28日～9月7日アクシスギャラリー展示
平成20年8月28日ギャラリープレゼンテーション
平成20年 l l 月 l 日テザイン情報誌「AXISJ 12月号発行
平成20年l l月 14日アクシス報告書入手
3. 研究対象展示会概要
3.1. l展示会名称、：金の卵学校選抜オールスター
テ、ザインショーケース ： 10年のデザイン
3.1.2 会期：2008年8月28日 （木）～9月7日 （ ！ 1 日間 ）
3 . 1.3 会場：東京都港区六本木5-17 - 1 アクシス4F
アクシスギャラリーTEL : 03-5575-8655 
3 .l.4 オーフ。ニンク事レセフ。シヨン：8月28日 （木）
3. 卜5 ①作品フ。レゼンテーシヨン：8月 281::1 （木）
17:00～ ， s:oo、 9月3日 （水） 18:oo～20:30、
9月6日 （土 ） 14:00~ 16:00 
3. 1.6 主催企画：アクシスギャラリー 、
3. 1.7 協賛：キャノン株式会社他
キMORISHITA Masayuki, OHTA Tamio, MURAK! Katsuji デザイン工学科
3.1.8 協力：財団法人日本産業デザイン振興会他
4.考察分析（アクシス報告書より一部抜粋：下線新規）
4.1参加大学：岡山県立大学／金沢美術工芸大学／九州
大学／京都精華大学／慶麿義塾大学／静岡文化芸術大学
／昭和女子大学／女子美術大学／多摩美術大学／千葉大
学／筑波大学／東京芸芸術大学／東京造形大学／東北芸術
工科大学／東北工業大学／長岡造形大学／名古屋芸術大
学／名古屋市立大学／日本大学／武蔵工業大学／武蔵野
美術大学／明星大学計23校36点
4.2ポートフォリオ展示 ：参加校10大学、約 1 60冊
4.3 来場者数：紋 2 ,500名
4.4アンケート結果
4 . 5 . 1 性別 －職業男性：482 ( 53.6%）、女性：387 (43.0%）、
不明 ：30 ( 3.4% ） ・デザイナー（インハウス） :86 ( 9.6% ） 、デザイナ
ー （フリー）:2 ( 2.4%） 、学生：553 ( 61.5% ） 、その他（教員） ： 192
( 2 1.4%）、不明 ：46 ( 5.1 %)
4.5.2 企画内容非常に良い・ 274 (30.5%） 、良い：560 (62.3%）、
良くない. 12 ( 1.3% ） 、無回答 ：53(5.9%) 
4.5.3 個別意見（下線ネガティブオピニオン）
＜展示会開催の意義＞
－若い人が未来に目を向けること、そこに希望があるのは素敵なこと0
．大学問の交流を通して全体レベルアップにつながる。
－今後も続けて欲しい。
－学生にAXISでの展示の機会を与えるのはとても良いことだと思う。
＜テーマ性のあり方＞
－各校のテーマへの取り組みが感じられる。
ｷ 10年後という比較的現実感の持てる設定が面白い。
－デザインは見た目だけでなく、現在の問題に目を向けている点
は素晴らしし、0
・ 10年後というテーマを真剣に考えている人がすくないために
作品が面白くない。
－授業課題から出品しているのでテーマに関連した作品を選
ぶのが難しい。（参加大学）
＜感想：プレゼンテーション＞
·3年生でこんなにしっかりしたプレゼシ。驚いた0
・プレゼンテーションの完成度にばらつきがある。
＜感想：作品 ・コンセプト・展示＞
－毎年レベルアップしていて素晴らしし、0
・ 10年後のデザインを期待していたが、そぐわない作品が多く
期待はずれ。（多数）
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· ｛国々のアイデアは素晴らしいが、 1 0年後というテーマに対しで
かなり弱v'o
・コンセプトボードの内答が股昧〉解説がないと分からない。
－「カタチj そのものの魅力につハて、もっと提案して欲しい。美
しいフォルムめもめが少なしミ。
－学校ごとに差 （指導や時間の差？）があるのが感じられた。完
成度に差が表れる。作品のレベルに差がありすぎる。（多数）
・「枠j から飛ぴ出したものが少ないのが残念。（選考基準？）
くその他＞
－普段見ることの出来ない1t~校のポートフォリオが沢山見られて
とても良かった。
4.5 .4 興味を持った作品（アンケート上位15迄）
( Kun el （料理を楽しくするキ‘ノチンタイマー：多摩美大） :276, 
( Brailink （視覚以外の感覚で使用する携帯電話：日本大） ：23 1 、
③システム i o （バイオメトリクスを利用した電子カルテ：岡山県立
大） :1 73 、④育てる電?illStep Power （歩きながら充電することで
エネルギー意識を高める：女子美大） : 1 60、⑤かくかくしりとり（昔
ながらの遊び、を未来に伝える：静岡文芸大） : 1 57 、＠ハダシ公
園（足の裏の感覚を呼び覚まし、判断力を養う公園：名古屋芸
大） ・ 1 42 、⑦歩いて電気をためる充電器arco （自分が使う電気
は自分の力でつくり出す：長岡造大）: 1 2 1 、③経験を積むーツミ
キ（手のひらの感覚を積み上げるツミキ・昭和女子大） ・1 1 4 、①
日本の文機あみタイツ（一様化されつつある世界に向け日本独
自の美意識をアピール：東京護大）: 11 4 、⑩Au topho to （ユピキ
タス社会における写真の楽しみ方：千葉大） :94 、⑪na_gi_sa （触
れることで感じる操作する喜び：多摩美大） 92、⑫落ち禁処理
ベンチ（自然の力を有効利用するベンチ ：長岡造大） 86 、⑬
dacco （ぬくもりを感じるコミュニケーションツール：東北工大） 84、
( eye s （他人の中の自分を再認識する：多摩美大） 82、⑮111S L1
（打ち忘れを防ぐインシュリン自動注射器：明星大） 79
第 i 回から継続したアンケー卜が実施されており、いつもどの
作品がもっとも興味が持たれたのかとし、う視点は展示会全体
の傾向を把握する点で重要である。基本的には作品の分野カ
テゴリーというよりは、作品の展示内容の分かりゃすさによるも
のと推測される。 また、展示された作品は実習課題の中からテ
ーマに沿う作品を選抜しているので、テーマ性との合致というよ
りも、作品そのもののコンセフ。ト力やフqレゼンテーシヨン力（表現力）
がアンウートの結果として反映されていると考える。
4 . 5.5 「 1 0年後のテザ、イン」 テーマ性と作品の分析・情報テ、
ザイン系除く
①少子化・コミュニケーシヨン対応型. I l 点 （音の形の柱／岡山
県大、 STANQ／金沢美大、 vagu e_lin k／金沢美大、記憶の残り
香／慶応義塾大、かくかくしりとり／静岡文芸大、積むツミキ／昭和］
女子大、ey巴 sf多摩美大、 good project／多摩美大、割絵カルタ／
東北芸工大、dacco／東北工大、ハダシ公園／名古屋芸大）②環
境保全・防災対応型 1 0点 （P l a in和紙専門店QI金沢美大、育
てる電池StepPower／女子美大、WAOガーデツ／千葉大、映像ト、
ロップス／千葉工大、色彩ばこ／筑波大、コンポジスト／東京造大、
植樹マシン／東北芸工大、歩いて電気をためる充電器 rsrco」／
長岡造大、落ち葉処理ベンチ／長岡造大、Atle／名古屋芸大） 、
①高齢化・健康管理対応型：7点（電子カルテシステムio／岡山
県大、 S tandy／九州大、omou時／京都精華大、 SLEEPo／筑波大、
mamenoki／名古屋市大、Brailink／日本大、 insu／明星大）④日常
性＋楽しさ ： 6点（my space／昭和女子大、 kune l／多摩美大、
Autophoto／千葉大、日本の文様あみタイツ／東京禁大、インフォメ
ーションク、、ラフィックス／武蔵野工大、LAVI／武蔵野美大）⑤プロ
ダクトインタフェース：2点（na g i_sa／多摩美大、 C loud concept/ 
武蔵野美大）
今回のテーマは「 1 0年後のデザイン」であるからして、 1 0年後
の社会環境を予測し、その時代に求められるべき米来のデザイ
ンを提示することが求められている。 しかしながら、AXIS vol.139 
( 2008 . 1 2月号 1 14p）での記事同様に、 IO年後の社会潔境に視
点をおいた提案というよりは、現実の社会から予測される問題に
対しての課題解決という作品が多かったと思われる。 また、 1 0年
後の社会をポジティブ冷視点で捉えている作品が少ないのも、今
回の傾向であるといえる。今回 、参加校が増加したことと比例して、
ネガテイブオピニオンが増加しており、アクシス側も企画内容の再
検討が必要と聞いているが、大学側としては、学生と企業とのイ
ンタフェース的役割を持つこの展示会の継続を臨んで、いる。
5 結論
S. I テーマについて
当大学の教育目的で、ある社会性の高い教育テーマ（課題）
を論理的に検証するため、「金の卵」の企画に第 l 固から継続
的に参加している。この3年間を総括的に考察－分析した結果、
以下のような方向性があることが判明した。 デザイン課題の方
向性としては、昨年同様に ！ ）対象として、「モノ」から 「コトJ へ、
2）目的として、「日常」から「非日常（社会）」へと二~id！の上位の
位置でのあるべき姿を追求してはいるが、現実社会の問題点
から想定できる範囲のものが多かった。 10年後デザイナーとして、
何をすべきかが大きく問われている。
5.2 外部評価の効果性については、昨年同様で、ある。
参考文献：
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2）第3巨｜アクンス「金の卵J ノ Tンフレット
3) AXIS vol.1 36/2008年 1 2月号
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資料研究対象課題
．プロダクトデザインコース3年 上薗千早
［作品タイトル］
医療過誤を防ぐための情報端末
バイオメトリクスを利用した電子カルテ・システム10 （イオ）
［コンセプト］
これは医療過誤を防止する患者認証およびその情報管理を
適切に行うための端末である。 10年後には患者の情報を病院
聞のネットワークで、共有し、と£こにいても正確な治療履歴が確認
可能になると予想する。そうした社会環境で起こりうるヒュ マ
ンエラーを防止するためには、これらの情報を適切に管理する
端末が必要になる。 この端末は、バイオメトリクスによって患者を
認証し、回診時に確実な本人確認、処置内容の確認とその情
報の迅速な管理を実現する。 本人の意思表示が困難な場合
でも、治療履歴やアレルギー等を確認でき、適切な処置を行うこ
とができる。 また、医師と患者が情報を相互に確認することによ
って、説明義務を果たすことにも繋がる。情報の竃チ化が進む
社会環境の中、最後に委ねられる「人の手j を助けるシステム
を目指した
［指導教員］村木克爾准教授
．建築デザインコース3年 高島倫子
r分
［作品タイトル］
感性を刺激する音を見る遊具
［コンセプト］
私は10年後の子供の夏休みについて考えてみた。 1 0年後にも
やはり「観察」をしたり「発見」のある、冒険のような楽しさは変
わらないだろう。夏休みの遊びの中で、例えば虫取りなどがそう
いった楽しさを持っている。 しかし、子供が虫取りをするような環
境がIO年後にはi成っているので、はないか。 そこで、虫取りのよう
な楽しさを持つ新しい形として私が提案するのは「音の形」を
見ることのできる遊具である。夏休みになると子供たちは学校
で「セミ型録音機」を配られる。 セミ型録音機を使って身の周り
のいろいろな音を捕まえる。 そのセミを「音の形J を見る柱の遊
具にとまらせると、捕まえた音が変換されて柱に光と色が様々な
パターンを浮かび上がらせる。 音という形のないものの「形J を
見ることで、子供の感性が刺激され、新しい感覚が生まれるので
はないかと思う。また、この遊具の使い方は自由で音の形を絵
日記のように記録したり、花火を見るような感覚で楽しんだりでき
る。 子供たちに多様な使い方や遊び方を考えだしてほしい。 そ
して、夏休みの楽しみのひとつになればいし吃思う。
［指導教員］太田民雄教授
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